
81億97百万円（前年同期比12.1%増）、

営業利益4億56百万円（同2.4%増）、経

常利益4億8百万円（同6.0%増）、当期

純利益1億28百万円（同12.2%減）と、

期初予想通り。短期的な業績において

は、東日本大震災および計画停電等の

影響が出ることは

否めないが、経営

戦略に変更はな

く、出店も引き続き実施していくとの

考えを示した。

　中間配当金は、一株当たり750円の

配当を実施。期末配当金も期初計画通

り一株当たり750円の配当を維持する

考え。
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　鉄人化計画の2011年8月期中間の連

結決算は、売上高40億73百万円（前年

同四半期比13.4%増）、営業利益1億73

百万円（同19.6%減）、経常利益1億64

百万円（同17.5%減）、四半期純損失30

百万円（前年同四半期純利益41百万円）

となった。

　同社は、長引く不況により個人消費

の低迷・低価格志向が強まっている一

方で、厳しい不動産市況を好機と捉

え、今までは手を出しにくかった好立

地の物件を積極的に確保するなど、新

店舗の開発に力を注いだ。上期は4店

舗の計画に対し、6店舗を出店。3月に

も2店舗をオープンさせ、前倒しで出

店を加速させている。

　新店1ルーム当たりの月間売上高は、

既存店を上回る平均50万円以上と高い

パフォーマンスを維持。既存店では、

一部の地域で競合店の出店影響を受

け、局部的にマイナス成長となった店

舗があるものの、全体的には業界平均

の約2倍となる1ルーム当たり月間平均

40万円台という高水準で売上高を確保

している。また「からふね屋珈琲店」

を運営するフルサービス型珈琲ショッ

プ運営事業、着メロ・着うた®の配

信・会員向けモバイルサービスを提供

TETSUJIN Inc.13th BUSINESS REPORT 6 1

するＣＰ（コンテンツ・プロバイダー）

事業も堅調に推移。「両事業とも通期

で業績に寄与してくる見込み」（日野

洋一社長）と手応えを感じている。

　期初の計画値に対し、利益面でマイ

ナスとなったのは、カラオケルームの

新規出店の前倒し実施や既存店のリニ

ューアルの実施によりイニシャルコス

ト等が積み重なったこと、新規プロジ

ェクトであるＣＰ事業の「カラオケの

鉄人モバイル」サイトへの積極的なリ

スティング広告を実施したことによる

コストの増加が理由にあげられる。

　通期の連結業績については、売上高

台湾に100％出資子会社を設立

500

750

1,000

1,500 1,500

500

500

500

500

750

750500
記念配当

（円）

配当金の推移

11/8  （予想）10/809/808/807/8

10/8月期の記念配当を
除くと実質的な増配

■期末配当
■中間配当

0

500

1,000

1,500

謹んで震災のお見舞いを申し上げます
このたびの東日本大震災により被災されました方々に、
心よりお見舞い申し上げますとともに、一日も早い復興を心からお祈り申し上げます。

株式会社 鉄人化計画

　鉄人化計画は、海外マーケットへの

店舗進出を検討し始めた。からふね屋

珈琲のビジネスモデルがほぼ確立した

ことを受け、今後は海外に向けてブラ

ッシュアップしていく。その最初の布

石として、2010年11月に鐵人化計畫股

份有限公司（鉄人化計画100%出資子会

社）を台湾に設立した。2011年1月には、

日式食堂を4店舗買収。その狙いは、

飲食のみで展開することが目的ではな

い。現地法人の設立により、海外で店

舗運営をするために必要な機能（不動

産開発、食材・流通の確保、人材の確

保等）を有してきており、からふね屋

珈琲で培った経営ノウハウを活かし、

新たな業態で展開していく予定だ。今

後は、台湾にとどまらずアジア全域を

カバーする拠点として位置づけていく

ようだ。

中期経営計画を継続遂行
新規出店戦略に変更なし

　鉄人化計画が京阪神地区で展開す

る「からふね屋珈琲店」（フルサービ

ス 型 珈 琲 シ ョ ッ プ 運 営 事 業 ） は、

2010年11月1日に熊野店（左京区聖護

院）をリニューアルオープンした。

　京都・丸太町という土地柄から

「和」を演出した店舗デザインとなっ

ており、店内中央には庭園を設け、

店内にいながら四季を感じとること

ができる造りとなっている。落ち着

いた空間が非常に好評で、ランチ時

の売上高は前年比145%となっており

順調な滑り出しを見せている。また、

全店において新メニューの入替を実

施したほか、「からふね屋珈琲店」の

ブランド力強化に向けた広報活動を

進め、日本テレビの人気番組「しゃ

べ く り 0 0 7」 や 関 西 ウ ォ ー カ ー の

からふね屋珈琲店
熊野店が大幅リニューアルオープン

MOOK本「Sweets Collection」などに

取り上げられるなど、メディアの注

目度は高い。

　中間期の業績面では、熊野店リニ

ューアルに係るイニシャルコストの負

担が利益面に影響を及ぼしたものの、

通期では利益面でも寄与してくる見込

みで今後の上積みに期待が持てる。

主な掲載メディア

▲ジャンボパフェシリーズ
　超特大 「ル・レーヴ」

関西ウォーカーのMOOK本 「Sweets Collection」
関西スイーツ全603の 「珍スイーツ大集合」 コーナーにて
からあげパフェが紹介されています。

関西TV 「1年め組の1Minute REPORT」
最強エビフライパフェを紹介して頂きました！

日本TV 「しゃべくり007福女としゃべくり新春SP」
本店のジャンボパフェが登場しました！！

▲店内中央の庭園がやすらぎを演出




